
生物学基礎III /基礎分子生物学 第4回　10/26/10

前回のクイズ
1） グリフィスらは加熱殺菌した肺炎連鎖菌を用いても形質転換が起こることを示し、遺
伝物質は熱に安定であることを示していた。アベリーらはどのような実験からDNAが遺
伝的特性を担っていると結論したのか、説明せよ。

2） BSEに代表されるプリオン病は異常構造タンパク質によって伝搬されるとして社会問
題にもなっている。アベリーらの実験を参考にして、プリオン病の伝搬にDNAが関与し
ないことを実験的に証明する方法を考えよ。

1 2

3

Chargaffの法則（1949）
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R.FranklinによるDNAのX線写真
（1952）

Watson-Crickによる
DNA二重らせんモデル
（1953）
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NATURE (1953)171, 737-738
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λ repressor-operator
 complex

TBP-TATA box
 complex
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9

DNA複製の仮説
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Meselson-Stahlの
実験  (1958)
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PNAS (1958)44, 671-682
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Matthew Meselson
1968 Symposium on Replication of 
DNA in Microorganisms

Franklin Stahl & Max Delbruck
1958 Symposium on Exchange
 of Genetic Material
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ソラマメの根を一定時間、
H　標識して複製3
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PNAS (1957)43, 122-128
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A Kornbergによる試験管内DNA合成 
(1959)
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